
化学の肝 
※ゴシック体は重要ワードです。                           2020.5.12改訂 

 

「化学」編 

第４編 無機物質 

《２章の内容について》 

無機化学は、残念ながら(？)ほぼ知識・理解です。覚えていないと困ります。だからと言って、教科書の内容

をすべて覚えるのはたいへんですから、ポイントを押さえて、しっかりと身に付けましょう。 

まずは、このプリントにある内容だけを覚えることを私は推奨します。その後、教科書の内容等を少しずつ

補足すればいいでしょう。大切なのは、重要な内容を押さえる＝幹をつくること。枝葉の部分はあとからでい

いです。 

 

非金属元素におけるポイントは、次の２つです。 

①気体の製法と性質を押さえる 

 ⇒ 別表「気体の製法と性質」【重要暗記】をトイレにでも貼って、毎日見る！ 

何回も化学反応式を書く！  １か月もすると自然に覚える 

②各族の元素を系統的に押さえる（まずは、プリントの内容を押さえる） 

 

 

１章 周期表と元素 

※「化学の肝２－３『イオンの電子配置と周期表』」の３ページ以降を復習してみてください。 

 

 

２章 非金属元素の単体と化合物 

１ 水素と希ガス 

（１）水素 

水素については、気体の製法と性質を覚えるだけでとりあえずいいです。 

 

（２）希ガス 

電子配置が安定で、ほかの元素を化合することがほぼない。そのため、単原子分子である。 

 

 

２ ハロゲン（17族）とその化合物                          風船 演    習   用 

F  Cl  Br  I 
 

※ ハロゲンは反応性の高い元素なので重要です！ しっかりと押さえる！ 

 

１ ハロゲンの性質のまとめ 

単体の分子式 F2 Cl2 Br2 I2 

常温の状態 気体（淡黄色） 気体（黄緑色） 液体（赤褐色） 固体（黒紫色） 

ハロゲン化水素 HF（弱酸） HCl（強酸） HBr（強酸） HI（強酸） 

ハロゲン化銀 
AgF（無色） 

水に可溶 

AgCl（白色） 

水に不溶 

AgBr（淡黄色） 

水に不溶 

AgI（黄色） 

水に不溶 

   ※フッ素だけが他と性質が異なることに注目 

 



２ ハロゲンの反応性（酸化力、化合力、陰イオンへのなりやすさ）の大小関係 
 

   F ＞ Cl ＞ Br ＞ I     
 

  ①式が正しく、②式は誤りであることの意味（本来は、酸化力で説明すべきところです。そこは、教科書で確認。） 

  （正） 2KBr  +  Cl2 → 2KCl  +  Br2 ・・・① 

（誤） 2KCl  +  Br2 → 2KBr  +  Cl2 ・・・② 

 

① 式をイオン反応式にしてみる。（水の中でイオンになっているものはイオンとして表す。） 

2K
+
  +  2Br

－
  +  Cl2 → 2K

+
  +  2Cl

－
  +  Br2 

  両辺に共通するものが消えて、 

2Br
－

  +  Cl2 → 2Cl
－

  +  Br2  ・・・①’ 

  ①’式では、よりイオンになりやすい塩素がイオンになっているので正しい。 

 

  ②式も同様にイオン反応式にしてみる。 

2Cl
－

  +  Br2 → 2Br
－

  +  Cl2  ・・・②’ 

  ②’式では、よりイオンになりやすい塩素がイオンになっていないので誤り。 

よって、②式のような反応は起こらない。 
 
 

３ 塩素 
（１）塩素の酸化数変化      HClOからHClO4へ、酸化数の増加に伴い酸化力が大きくなる 
     塩化水素       次亜塩素酸  亜塩素酸    塩素酸    過塩素酸 

HCl ⇔ Cl2 ⇔ HClO ⇔ HClO2 ⇔ HClO3 ⇔ HClO4 
－1    0     ＋1    ＋3          ＋5         ＋7（最高酸化数） 

            酸化剤        ※最高酸化数：価電子がすべてなくなったと想定したときの酸化数 

 

（２）塩素の製法 ※この実験装置は重要 

MnO2  +  4HCl → MnCl2  +  2H2O  +  Cl2 

 

   洗気ビン①：水（HCl を除くため） 

   洗気ビン②：濃硫酸（水を除くため） 

   ※洗気ビン①と②の順序を逆にしてはならない。 

   （HClは非常に水に溶けやすい。濃硫酸は水を吸収するはたらきがある。） 

 

（３）塩素が水に溶けると次亜塩素酸HClOが生じるため漂白・殺菌作用あり 

Cl2  +  H2O → HClO   +  HCl 

             漂白・殺菌作用   (酸性) 

 

４ ＨＦ（フッ化水素）は他のハロゲン化水素と性質が異なる！ 

（１）フッ化水素酸（HFの水溶液）だけが弱酸。 

（２）HFは水素結合するため、分子量が小さいのに沸点が一番高い。 

（３）ハロゲン化銀のうち、AgFだけが水に可溶。 

（４）ガラスを侵すという特徴的な性質をもつ。 

SiO2  +  6HF → H2SiF6  +  2H2O ・・・HFの水溶液（フッ化水素酸）の場合 

                ヘキサフルオロケイ酸 

 

SiO2  +  4HF → SiF4  +  2H2O    ・・・HFが気体の場合 

四フッ化ケイ素 


